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①
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去
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の
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追
放
宣
言
し
ま
し
た
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、
こ
の
と
一
;
猟
鳥
獣
の
生
息
状
況
も
例
年
に
一
十
月
一
一
日
に
執
行
さ
れ
た
、
長
浜
町
一

一
四
十
三
了
無
所
属
)
止
を
選
山
し
ま
し
一
去
年
の
ま
集
中
豪
雨
で
受
け
た
災
一
委
員
会
の
四
委
員
会
か
ら
成
っ
て
い
ま
一
計
刊
誌
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一
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語
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山
町
一
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一
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憐
り
組
長
(
区
長
)
さ
ん
一
な
い
繁
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お
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議
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員
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結
果
、
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候
補
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の
一

五

た

。

一

害

の

う

ち

、

大

字

下

須

戒

の

か

じ

ゃ

川

一

し

た

が
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の
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、
標
図
の
門
標
が
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一
最
近
の
狩
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は
、
狩
猟
人
口
の
増
加
一
得
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数
は
、
つ
ぎ
の
と
お
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す
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岸
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さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
こ
の
門
標
一
と
と
も
に
、
散
開
銃
に
よ
る
違
反
事
件
一
氏
名
得
票
総
数
一

一
め
る
こ
と
に
つ
い
て
一
万
円
に
対
す
る
請
負
の
契
約
を
、
大
洲
一
十
分
に
審
議
検
討
が
で
ぎ
な
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理
由
か
一
町
民
地
ゆ
点
鹸
運
動
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一
の
と
り
付
け
を
さ
れ
て
い
な
い
家
が
あ
て
か
き
発
生
し
て
お
り
、
な
か
で
も
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当
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桜
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と
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、
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単
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さ
れ
て
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ま
し
た
か
法
一
結
す
る
た
め
、
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会
の
同
意
を
求
め
た
一
建
設
委
員
会
を
三
に
し
、
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建
設
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成
果
あ
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鶴
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轡
山
盛
一
り
付
け
て
い
た
だ
ま
、
こ
の
運
動
に
二
プ
ル
源
の
事
故
が
年
々
ふ
え
て
い

1
当
選
一
宮
亀
久
雄
四
五
九
三
五
一

:

一

の

改

正

な

ど

に
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♂
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の
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も
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岡
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一

二

周
一
塁
手
、
ま
こ
と
に
宮
な
者
で
展
を
と
げ
て
お
り
ま
す
と
と
士
、
み
立
は
な
い
か
と
亨
え
ま
す
。
最
之
、
合
と
も
ご
指
享
と
ご
べ
官
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
在
で
、
他
人
一
一

l

l

二
今
年
度
の
長
浜
町
内
の
守
猟
人
口
ま
一
当
選
二
宮
義
徳
二
九
九
三
阻

止
議
長
な
ど
と
い
う
え
任
を
お
受
け
す
る
さ
ま
と
と
も
に
、
よ
ろ
こ
び
判
事
え
引
き
い
わ
い
、
西
田
町
長
に
あ
り
ま
し
ん
た
/
引
を
い
た
U
に
き
ま
す
よ
一
ム
府
い
悦
任
せ
で
は
決
し
て
減
る
こ
と
は
あ
り
ま
二
法
定
相
続
人
と
は
、
相
続
を
放
棄
二
散
弾
銃
が
百
七
十
九
人
と
引
気
銃
が
引
次
点
宝
生
典
隆
二
九
九

綿

一

よ

う

な

フ

つ

わ

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

い

し

だ

い

で

す

。

て

は

、

そ

の

卓

越

す

る

政

治

力

、

ま

た

致

し

ま

し

℃

、

簡

単

で

す

が

、

ご

あ

い

似

せ

ん

。

二

し

た

人

が

あ

っ

て

も

、

そ

の

放

棄

二

十

六

人

の

合

計

二

百

十

五

人

で

す

。
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頼

氷
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夫

二

九

五

叩

一

日

目
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U
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u
Lい
れ
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れ
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日
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十

日

日

長

吋

州

十

円
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い

は

い

つ

つ

に
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え
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せ

て
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だ

き

ま
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f
日
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1
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h
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円
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パ
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一

目

別

訪

日

日

日

し
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口

一

二

山

一

す
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長

と
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う

ら

は

ら

に

、

す

べ

て

が

過

疎

築

く

こ

と

が

で

き

る

と

信

じ

て

お

り

ま

と

も

効

果

的

な

方

法

で

あ

る

と

思

い

ま

一

し

た

が

っ

て

、

た

と

え

ば

、

法

定

相

一

①

狩

猟

鳥

獣

は

、

現

在

の

狩

猟

者

だ

け

投

票

総

数

九

、

O
四
四

さ

て

、

敗

戦

と

い

う

痛

々

し

い

中

に

的

路

線

を

た

ど

る

現

状

に

我

々

は

そ

の

す

。

せ

ん

か

?

も

し

、

あ

な

た

も

、

悪

質

な

一

続

人

が

奥

さ

ん

と

こ

ど

も

二

人

の

計

三

一

の

も

の

で

な

い

と

い

う

考

え

を

も

っ

無

効

総

数

二

二

も

、

国

民

相

互

の

多

大

な

る

努

力

に

よ

責

任

を

感

じ

ず

に

は

お

れ

ま

せ

ん

。

町

行

政

の

中

に

は

い

ろ

い

ろ

な

大

き

違

反

車

を

み

つ

け

た

ら

、

次

の

要

領

で

一

人

の

場

合

に

は

、

呂

吋

羽

X
印

〉

十

台

。

一

こ

と
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数
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23日菊地医院
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会
い

U

い
員
一
一
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
違
反
事
を
ひ
と

i

会

会

候

座

員

つ

合

長

会

一

一

つ

小

と

つ

な

く

し

て
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交

通

事

故

の

起

事

員

時

会

立

議

役

に

話

会

議

一

一

一
時
会
会
委
臨
長
挙
会
一
会
会
橋
の
議
協
一
一
こ
ら
な
い
、
起
こ
さ
な
い
明
る
い
町
を

叫
員
員
進
国
会
会
選
別
タ
ロ
貝
議
架
と
町
進
つ
く
り
ま
し
ょ

5
0

話
委
参
一
推
3
ブ
員
会
員
説
一
委
協
橋
長
浜
付
制
日

町
設
考
健
才
ラ
役
員
議
者
ユ
金
祉
大
区
長
一
党
全
一
通
報
す
る
こ
と
が
ら
〕

建
選
侭
会
ク
会
委
会
定
ピ
募
福
浜
係
学
大
浦
安
①
だ
れ
が
(
阜
の
ナ
ン
バ
ー
、
運
転

会
宅
子
議
人
長
査
議
予
ン
同
会
長
関
人
年
目
候
通

用
談
、
任
母
町
老
区
監
町
補
ゴ
共
社
新
て
老
育
開
山
立
交
者
)
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②
い
つ

呂

田

目

白

日

4

叩
幻

m
m

③
ど
こ
で

@
ど
の
よ
う
な
違
反
を

⑤
通
報
者
の
住
所
と
氏
名
(
通
報
者

の
秘
密
は
悶
く
守
り
ま
す
か
ら
、

安
心
し
て
正
し
い
通
報
を
し
て
く

だ
さ
い
)

議
蕊
ミ
ミ
治
副
ミ
ミ
ミ
部
議
選
時
割
問
槌
可
、
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11闘

|皐

16日

17日

18白

第156号
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医藷監逼謹圏

義
穂

意れていません
か?

号藍官~

議

長

副
議
長

宮本

徳則

二村

義武

遺
産
の
総
額
が
こ
の
金
額
以
下

6

で
あ
る

品
八
日
口
に
は
、
相
続
税
の
申
任
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

。
申
告
書
の
提
出
期
限

相
続
の
日
(
死
亡
の
日
)
の
翌
日
か

ら
計
算
し
て
六
ヶ
月
以
内

。
申
告
書
の
提
出
先

被
相
続
人
の
死
亡
の
と
ぎ
に
お
け
る

住
所
地
の
所
轄
税
務
署
(
財
産
を
取

得
し
た
相
続
人
の
所
特
税
務
署
で
は

あ
り
ま
せ
ん
)

な
お
、
く
わ
し
く
は
、
毎
月
五
の
つ

く
日
(
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五
日
)

が
、
税
の
相
談
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す

一
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一

大

洲

税

務

署

え
狩
猟
解
禁

ロ
μ
E
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種
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種
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検
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昭
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必
年
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月
1
日
か
ら
昭
和
判
年
l
u
月
刊
山
日
ま
で
に
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「
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i
l
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ま
れ
た
方
、
及
び
昨
年
の
未
接
種
者
。

〔
料
金
〕
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C
昭
和
何
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
。

(
接
種
目
程
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O
必
ら
ず
、
母
子
手
帳
を
ど
持
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く
だ
さ
い
。
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有
熱
患
者
、
心
臓
血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝
臓
に

疾
患
の
あ
る
方
。

糖
尿
病
患
者
、
脚
気
患
者
、
そ
の
他
医
師
が
予
防

接
種
を
行
な
う
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
る
疾
病
に

か
か
っ
て
い
る
方
。

病
後
衰
弱
者
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
害
者
。

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方
、
ま
た
は
け
い
れ
ん
性
体

質
の
方
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